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　環境省において、発注時よりその内容を把握しながら実施するとともに、対象国立公園を担当する地方環境事務所
及び自然保護官が、当該事業の執行に際しては、期間全体にわたって指導・監督に努めており、使途の把握水準は確
保されている。
　特に、現地調査に関する連絡調整、会議開催内容等について事前指導を行った上で会議に出席するとともに、調査
実施前には時期、内容、体制等の調査計画や使用する備品等についても確認し、必要な助言・指導を行っている。

見直しの
余地

　シカの生息数の急増により、食害による生態系被害は毎年深刻化しており、全国的に対策の必要が高まっていること
から、自然公園法に基づき、主に国立公園において生態系維持回復を視野に入れ事業等を実施しているものであり、
23年度より対象範囲を拡大するとともに、ライフルによる試験的捕獲を実施することにより捕獲効率の向上を図ることで
個体数の管理を増強・効率化を行っているとともに、自然公園等整備事業で整備されたシカ侵入防止柵を活用しなが
ら、シカの駆除を進めていく。
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総事業費(執行ベース) 20 43 51

執行率 90 97 99

執行額 20 43 51

23年度要求

予算額(補正後） 22 44 51 65

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

シカの食害が甚大な地域において、シカ個体数の適正化を目的として生態系維持回復事業を実施する。このため、シ
カの生態調査や植生の回復状況を検証し、試験駆除によるシカ個体数減少が生態系に及ぼす変化を調査し、維持回
復事業計画を策定するとともに、今後の本格駆除に向けた地域協議会の実施など、保護管理に向けた関係者の合意
形成等のための枠組みの構築を目指している。

実施状況

平成２１年度は、知床、尾瀬、大台ヶ原、南アルプス、屋久島の各国立公園での対策を実施しており、シカの移動経路
等把握調査や生息密度把握指標調査、植生回復モニタリング調査、シカ侵入状況・植生衰退次状況モニタリング手法
検討調査等を実施しながら、試験的な駆除を行っている。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

自然公園法第38、39条
関係する計
画、通知等

生物多様性国家戦略２０１０

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

国立公園等内では、シカによる高山植物等への食害が急増し、貴重な植物群落が衰退又は消失するという状況が生じ
ている。そのため、生態調査、捕獲手法の検討等をおこない、これを踏まえ生態系維持回復計画を策定し、予防的・順
応的な対策を講じることにより、シカによる国立公園等への生態系への被害を軽減させることを目標とする。

担当部局庁 自然環境局 担当課室 国立公園課 課長　上杉　哲郎

会計区分 一般会計 上位政策 生物多様性の保全と自然との共生の推進

事業番号 １８６

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　         (環境省)

予算事業名 国立公園等における大型獣との共生推進費
事業開始
年度

平成19年度 作成責任者



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

環境省

５０．８百万円

Ａ．株式会社野生動
物保護管理事務所

９．９百万円

釧路自然環境事務所

１０百万円

関東地方環境事務所

９．９百万円

近畿地方環境事務所

１１．７百万円

九州地方環境事務所

９．３百万円

生態系維持回復事業計画の策定や今後の本格駆除に

向けた地域協議会の実施など、保護管理に向けた合意

形成のための枠組みの構築を目指している。

南アルプス高山植物被害対策

Ｂ.（財）知床財団

１０百万円

Ｃ．株式会社エス・

アイ・エイ

９．９百万円

Ｄ．（財）自然環境

研究センター

１１．７百万円

エゾシカ保護管理

計画実行計画策

定、エゾシカ航空

カウント、季節移

動調査

尾瀬国立公園ニ

ホンジカ植生被

害対策検討

大台ヶ原ニホンジ

カ個体数調整

Ｅ．（財）鹿児島県

環境技術協会

９．３百万円

【一般競争：請負】

【一般競争：請負】 【総合評価：請負】 【企画競争：請負】【一般競争：請負】

屋久島地域にお

けるヤクシカ適正

管理方策検討



計 11.7 計 0

雑役務費
大台ヶ原ニホンジカ個体数調整業
務

11.7

D.　（財）自然環境研究センター H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 9.9 計 0

雑役務費
尾瀬国立公園ニホンジカ植生被
害対策検討業務

9.9

C.　株式会社エス・アイ・エス G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 10.0 計 0

雑役務費
エゾシカ航空カウント、季節移動
調査業務

4.3

雑役務費
エゾシカ保護管理計画実行計画
策定業務

5.7

B.　（財）知床財団 F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 9.9 計 9.3

費　目 使　途 金　額
(百万円）

雑役務費
南アルプス高山植物被害対策業
務

9.9 雑役務費
霧島屋久国立公園屋久島地域に
おけるヤクシカ適正管理方策検討
業務

9.3

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

A.　株式会社野生動物保護管理事務所 E.　（財）鹿児島県環境技術協会

費　目 使　途 金　額
(百万円）


